
街を季節の草花で美しく！
緑をはぐくむボランティアが活躍

ここでも
ボランティア

（公財）えどがわボランティアセンター ☎03（5662）7671問合せ先

　公園ボランティアエコチームは、平成19年に結成さ
れました。江戸川区が呼びかけた「ウエルカム・ガーデ
ナー」（公共施設の花壇やプランターへの草花の植え付
けボランティア）に参加したことがきっかけです。
　会員は18名。4つのグループに分かれ、主に日曜日に、
江戸川区役所の前庭や大
杉小学校の花壇で活動し
ています。具体的には、半
年に一度の植え替えと水
やりや花がら摘み、伸びた
枝の剪定と補植などの日
常の手入れを行っています。

　今、区役所前の花壇とプランターには、６月に植え付
けたマリーゴールドやペチュニア、サルビアなどが咲き
みだれ、11月頃まで楽しめます。

　緑伸会は、街の緑化や河川の清掃などを
行うボランティアグループで、昭和47年か
ら活動を始めました。
　最近では、小岩フラワーロードの花壇展
示に参加したり、葛西臨海公園で花の植え
付けを行っています。

　代表の工藤さんは、「コロナ禍で、以前よ
り活動が少なくなっていますが、草花の好
きなメンバーなので、それぞれができる範
囲で手入れを行っています。」と、近況を紹
介してくれました。

　２つの団体のほかにも、草花やバラ、
ハーブなどの手入れをしているボラン
ティア団体が多くあります。これらの団
体のボランティア活動を通して、公園を
訪れる人、散歩や通勤、買い物で道行く人
に、日々楽しんでいただいております。
　詳しくは、ボランティアセンターまでお
問合せいただくか、えどがわボランティア
センターホームページをご覧ください。
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江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。

【区役所前で活動するメンバー】

【小岩フラワーロード】

～公園ボランティアエコチーム～
りょくしんかい

～緑伸会～

【江戸川区役所前庭】

　代表の柳橋さんは、「今
は、コロナの感染防止に気
を遣いますが、道行く人々
から、『いつも、きれいです
ね。ありがとう』と声をかけ
ていただき、楽しく活動し
ています。
　花が好きな方ならどなた
でも”ウエルカム”です。ご一
緒に楽しみましょう！」と話し
ています。
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　緑豊かな小松川ゆきやなぎ公園で、平成16年
からプレーパーク（冒険遊び場）を開催。子ども
達がやってみたいことを自由に遊べる場を提供
しています。地域の人々の輪を広げる場にも
なっていること、コロナ禍でもいち早く活動を
再開させたことが評価されました。

　江戸川区の緑化運動は、昭和45年から始まっ
た区と区民、事業者が一体となって快適な環境
を守り育てていこうとする活動です。
　緑伸会は、運動開始当初からの、長年にわたる
活動が評価されました。
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（公財）えどがわボランティアセンターこのページのお問い合せ先 ℡03-5662-7671

新型コロナウイルス
感染症の予防を！

5月 ～ 6月

使用済み切手
受領 ： 41件／9.3kg

寄付（1件）
匿名　70,000円

ボランティアの振興に有効に
使わせて頂きます。

第51回江戸川区環境をよくする運動
功労者表彰受賞

第10回江戸川区景観まちづくり賞受賞
まちづくり活動部門緑 伸 会 ゆきやなぎ

プレーパーク小松川の会【葛西臨海公園】

　

【葛西臨海公園】

　

【小松川ゆきやなぎ公園】

受賞おめでとうございます！！

　新型コロナウイルスのワクチン接種
が進められています。接種後も引き続き
予防に努めましょう！

① 外出から帰ったとき
② 咳やくしゃみ、鼻をかんだとき
③ ご飯を食べる前と後
④ 外にあるものに触ったとき
⑤ 病気の人のケアをしたとき

水とハンドソープでウイルスは減らせます！
体調が悪いとき、発熱や咳などがあるときは外出せず、
医療機関等に相談しましょう。

2021夏のボランティア体験開催中

① 鼻と口の両方を確実におおう
② ゴムひもを耳にかける
③ すきまがないよう鼻までおおう

活動期間　8月31日（火）まで
費　　用　350円（ボランティア保険料）
活動内容　・図書館での書籍整理など

・ボランティアセンターでの
使用済み切手整理
・自宅での折り紙

改めて

● 正しいマスクの着用

● 手洗いの5つのタイミング



ボランティアさん募集情報 　募集情報の掲載を希望される施設、団体の方は、
ボランティアセンターまでお問い合わせください。
TEL 03-5662-7671／FAX 03-3653-0740
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－  3  －

内　容 … 知的・発達障がい児・者のサッカー余暇
活動でのサポート（子どもと一緒に楽し
く遊ぶ、大会等の会場設置・子どものサ
ポート等）

場所及び日時 … 　
①都立白鷺特別支援学校　体育館　
江戸川区東小松川 4-50-1
都営新宿線「船堀駅」下車　 徒歩７分
毎週火曜日　１７：５０～１９：４０
②都立鹿本学園　第二体育館
江戸川区本一色2-16-16
JR「新小岩駅」下車　徒歩15分
毎週水曜日　１７：５０～１９：４０
③区立鹿本中学校　小体育館
江戸川区松本1-36-1
JR「新小岩駅」下車　徒歩18分
毎週水曜日　１７：５０～１９：４０
④会場はこの他にも、堅川河川敷公園
フットサル場（江東区亀戸6丁目）もご
ざいますので、お問い合わせください。

交通費 … 月４回以上の参加で、一律2,000円支給
その他 … サッカーができなくても可。主に子ども

と鬼ごっこやボール遊びなどをしてもら
います。
月に１回でも参加できます。
年齢、性別不問。
服装は、ジャージ上下（派手でないもの）

持ち物 … 室内履き、着替え、飲み物
電　話 … 03-5879-5879　担　当 … 藤沼

パソコン操作などを教えるボランティア
（地域活動・相談支援センターかさい）
内　容 … IT講座等でパソコン操作や、ワード・エク

セルなどテキストにそって教えてくれる
方を募集しています。　　　

日　時 … 第2・第4金曜日
14：00～16：00（13時30分集合）

場　所 … 江戸川区中葛西 2-8-3　2階
都営新宿線「船堀駅」下車後
都営バス「新川橋」下車すぐ

募集人員 … 1名（男女問わず）
交通費 … 支給あり（往復上限1,000円）
食　事 … 支給なし
電　話 … 03-5679-6445　担　当 … 山本、日下

NPO法人ぱお パオパオくらぶ
内　容 … 放課後に、障がいのある小・中学生・高校

生と一緒に遊んでくれる高校生以上の
方を募集しています。

日　時 … 平日13：30から18：30　
（コロナの影響があるので、時間や曜日
はご相談ください）

場　所 … 江戸川区船堀 １-１
船堀一丁目団地2号棟１階
都営新宿線「船堀駅」下車 徒歩7分

交通費・食事 … 支給なし　
電　話 … 03-3689-4642　担　当 … 木屋（こや）

子どもの居場所（南小岩）ボランティア
内　容 … 主に小学生を対象に、自由に遊んだり、休

憩する時間と場所を提供しています。
子どもたちと一緒に、楽しく安全に遊んで
頂けるボランティアの方を募集しています。

日　時 … 令和3年7月24日（土）から令和３年８月
28日（土）までの金曜日と土曜日
14：00から17：00まで（3時間程度）

場　所 … 南小岩司会館
江戸川区南小岩3-6-13
JR「小岩駅」下車　京成・都営バス
「小岩駅通り」下車 徒歩5分

募集人員 … 1名（概ね20歳代の方を希望いたします）
交通費 … 実費支給　食　事 … なし　
服　装 … 動きやすい服装でお願いします。

マスク着用をお願いします。
（マスクは1箱支給します）

電　話 … 090-3513-2824　担　当 … 橋本

ボランティア団体登録数
登録団体数：180団体／登録人数：4,703人

（令和3年6月現在）

NPO法人 トラッソス
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● 第 4 回 ● 江戸川区が被災したら～江戸川区災害ボランティアセンター～● 第 4 回 ● 江戸川区が被災したら～江戸川区災害ボランティアセンター～
　「江戸川区災害ボランティアセンター」は、江戸川区が東京湾北部地震など大規模な災害にみまわれ、
被災状況から災害ボランティアによる救援活動が必要となったとき、江戸川区社会福祉協議会とえどが
わボランティアセンターが共同で立ち上げ、運営します。
　この災害ボランティアセンターは、地域の復興・復旧のために関係機関と連携し、ボランティアによる
災害救援活動を円滑に進める役割を担います。

　町中で見かけることも多く、みなさんがご存じのマーク
です。障がい者が利用できる建物、施設であることを表す
世界共通のシンボルマークです。このマークは、すべての
障がい者を対象としたもので、車いすを利用する障がい者
に限定されるものではありません。
　駐車場などでこのマークを見かけた場合は、自分の車を
とめず障がい者の利用へのご配慮をお願いします。

災害ボランティアセンターの役割

電話・ＦＡＸ・来所等によりご相談ください

スタッフが状況を確認いたします

ボランティアを派遣します

被災状況やボランティアに依頼
したい内容、希望日時などをお聞
かせください。

区内外から集まったボランティアを、
状況に応じグループを組んで派遣します。

ご存じですか？このマーク 障がい者のための国際シンボルマーク

・被災者宅の清掃や家財の片付けなど
・避難所などでの物資配布、炊き出しの手伝い
・熟年者の話し相手
・子どもの見守り

お手伝いできる活動例

・・・お断りする活動もあります・・・
・危険な活動
・専門的な技術や知識が必要な活動　など

ボランティア派遣の流れ

～被災者とボランティアをつなぎます～
①被災者からの困りごとの相談、受付
②災害ボランティアの募集と受け入れ
③ボランティアの派遣

被災者の困りごとをお寄せください


